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【大和ＩＲ主催】

個人投資家向け会社説明会

2026年3月15日

リョーサン菱洋ホールディングス株式会社
【東証プライム /証券コード：167A】

代表取締役社長執行役員 中村 守孝
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会社概要
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当社グループは「リョーサン」と「菱洋エレクトロ」の経営統合によって誕生し、

「半導体・電子部品」「ＩＴ・ＡＩ」などを事業領域に有するエレクトロニクス商社です

◆会社名 リョーサン菱洋ホールディングス株式会社

◆ 設立 2024年４月１日

◆ 本社所在地 東京都中央区築地一丁目12番22号

◆代表者 代表取締役社長執行役員 中村 守孝
代表取締役副社長執行役員 稲葉 和彦

◆ 資本金 150億円

◆ 従業員数 連結：1,657名（2025年12月末時点）

◆ 年間売上高 3,598億11百万円（2024年度実績）

◆ 事業内容 デバイス・ＩＴ製品の仕入・販売等を行う事業子会社の経営管理、
これらの付帯・関連業務

◆ 主要子会社 株式会社リョーサン、菱洋エレクトロ株式会社
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事業内容と当社の取り組み
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事業内容
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「デバイス」と「ソリューション」の２つの事業を通じて、

エンドユーザー様を含めたお客様に新たな価値をもたらす製品・サービスをご提案

半導体

電子部品

ＩＴ製品

など

エンドユーザー様

デバイス事業

ソリューション事業

【サプライヤー】 【当 社】 【お客様】 【お客様】

仕入・調達

製品・サービスの
ご提供 販 売

製品・サービスのご提供

製品メーカー

完成品メーカー

デバイス事業

家電や自動車をはじめ、様々な製品に組み込まれる
半導体や電子部品をご提供

ソリューション事業

ハードウェアやソフトウェア、サービスを組み合わせて
ＩＴやＡＩの活用をご提案し、お客様の課題を解決

デバイス事業が支える日常 ソリューション事業が解決する課題
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補足）事業の内訳
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売 上 高2,596億円
（ 72.1％）

＜売上構成＞

デバイス事業 ソリューション事業

（構成比）

1,002億円
（ 27.9％）

自動車

40%

コンシューマ製品

31%

情報通信機器

11%

産業機器・

インフラ

13%

その他

5%

用途別

2024年度実績

システム機器

37%

設備機器

28%

組込機器

24%

ソフトウェア・

サービス 他

11%

品目別

システム機器：サーバー、パソコン、ネットワーク機器など

設備機器 ：電子部品製造装置、電源、ディスプレイ製品など

組込機器 ：ＡＩ関連製品、産業用ボード製品など

コンシューマ：ゲーム機、テレビ、白物家電など

情報通信機器：ＯＡ機器、パソコン、スマートフォンなど

組込機器 ：工作機械、医療機器など
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成長に向けてのキードライバー
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ＡＩを軸とした新たな価値創出と、それを支える人財・事業基盤の強化を同時に進め、

今後の成長機会を確実に捉える競争力の確立を推進

未来の中核をつくるＡＩビジネス

米国・NVIDIA社の正規代理店として長年の経験・知見を培い、

近年は当社独自のサービスの提供を開始するなど、

コンサルティングから開発支援まで企業のＡＩ導入を強力に支援。

情報を届け、ニーズを掴む「テクラボ」

設計や開発に役立つ解説記事や次世代技術のウェビナーを軸に、

オウンドメディア「テクラボ」を通じた双方向のつながりにより、

お客様の潜在ニーズの把握と価値創出につながる仕組みを強化。

強化される営業・ＩＴの成長基盤

『虎の巻』活用とロールプレイングの徹底による営業力強化と、

今後の競争力の源泉となるＩＴ投資の拡充により、

持続的な成長へ向けた人財育成と事業基盤の確立を推進。

（最近のトピックス）

・ＡＩビジネス人材を20名増員し、50名以上の体制に

・レトリバ社と提携し、コンサルティング機能を一層強化

（最近のトピックス）

・「テクラボ」を柱としたマーケティング活動が、
日経クロストレンド「BtoBマーケティング大賞2025」にて
『大賞』を受賞

（最近のトピックス）

・営業力強化に向けた取り組みは日経新聞にて掲載

・基幹システムの刷新など、５年で100億円のＩＴ投資を予定
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リョーサン菱洋グループは新たなステージへ
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経営統合 から事業会社合併 を経て、名実ともに“１つのグループ”となり、

そして、次なるアライアンスも視野に更なる成長を目指す

2024年度

2025年度

2026年度～

生産性向上
３つの改革の準備と一部実行

（営業・人事・ＩＴ）
３つの改革の推進

お客様理解と業務効率の向上に
つながるＩＴ投資の実行

（統合初年度）
試行錯誤フェーズ

具体的改革施策の推進

フェーズ

本格的な成長

フェーズ

お客様接点（量と質）の拡大

20252024 2026

統合シナジー
相互の強みの理解に基づく

戦略の明確化
ソリューションを軸とする

シナジーの創出
海外を含めた新たなお客様での

成果顕在化

事業会社合併
（2026.4.1）

独自性創出
ＡＩをはじめとした

成長分野に対する投資の継続
生成ＡＩ領域における

新たなサービスの立ち上げ
新たなパートナーシップを含めた

ＡＩビジネスの基盤強化

業
界
２
位
へ

次
な
る
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
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株主の皆様への利益還元
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配当
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当期の年間配当は、前期から据え置きの１株当たり140円を予定

（３月末に基準日を迎える期末配当は、１株当たり70円）

１株当たり配当金
配当性向

配当利回り
(※)２Ｑ末 期 末 年 間

2025年度

(計 画) ― 70円 140円

93.5% 4.1%

(実 績) 70円 ― ―

2024年度 (実 績) 70円 70円 140円 59.7%

※：配当利回りは、２月27日の当社株式終値（3,450円）に対する値です

◆配当基準日 ＜年２回＞

・２Ｑ末配当 ： 毎年 ９月30日

・期末配当 ： 毎年 ３月31日
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株主優待

P9

当社グループへの投資魅力を高める取り組みを通じてご理解を深めていただき、

一層のご支援を賜ることを目的に株主優待制度を導入

◆株主優待の内容＜2025年実施時＞

対象となる株主様の保有株式数に応じて、食品を中心としたギフト商品から１点をお選びいただき、
贈呈いたします。

◆基準日および贈呈時期＜年１回＞

毎年3月31日を基準日とし、対象となる株主様には、毎年6月下旬ごろにご案内をお送りする予定です。

（ご参考：2025年優待における人気品目）

※ 2026年実施の優待に同じ商品が入るとは限りませんのでご注意ください

基準日及び贈呈時期

100～499株 500～999株 1000株～

① はままつ餃子30個
② 珈琲ゼリー＆マンゴープリンギフト
③ <利久> 牛タンカレー

① アサヒ スーパードライ缶ビールセット
② とらや 小形羊羹14本入り
③ うなぎ割烹「一慎」おこわ風うなぎ飯

① アサヒ スーパードライ缶ビールセット
② 浜名湖謹製うなぎ蒲焼 ２人前
③ とらや 小形羊羹18本入り

保有株式数 100～499株 500～999株 1000株～

対象優待品
2,000円相当の
カタログギフト

4,000円相当の
カタログギフト

6,000円相当の
カタログギフト
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サステナビリティを支える活動
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企業価値を支える非財務的取り組み
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当社グループは地域・社会とのつながりを重視し、スポーツへの支援等を通じて、

ブランド価値と社員の誇りを育む取り組みを進めています

世界遺産の保全活動

世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」の保全に向け、
「熊野古道道普請ウォーク」にグループ社員が参加。

各種寄付活動

・大規模災害発生の際のマッチングギフト
・社内自動販売機の売上の一部をNGO団体へ寄付
・使用済み切手の収集とNPOへの寄付

など

ビジョン・コンソーシアムへの参画

「多様性を認め合えるインクルーシブな社会」の
実現に向けて、視覚障がい者をめぐる課題解決に
つながる活動をご支援。

スポンサー活動を通じた
スポーツ振興・地域活性化支援

発展し続けるスポーツ競技・チームと当社グループの姿を重ね、
各スポーツを応援し、ともに成長し続けていくことを通じて、
社会への貢献を目指してまいります。

◆国内卓球リーグ
「Ｔリーグ」
（2019年～）

◆女子プロバスケットボールチーム
「東京羽田ヴィッキーズ」
（2022年～）

◆男子プロバスケットボールチーム
「名古屋ダイヤモンドドルフィンズ」
（2022年～）
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本資料について
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●注意事項

本資料内の業績および将来に対する見通しは、

当社が発表時点で合理的であると判断する一定の前提に基づいており、

実際の結果は経済環境やその他の様々な要因により、

当初の見通しとは異なる可能性がありますことを予めご承知おきください。

－ 本資料に関するお問い合わせ先 －

リョーサン菱洋ホールディングス株式会社

企画本部 広報部

TEL：03-3546-5003 E-mail：irmanager@rr-hds.co.jp



2026年4月1日

リョーサンと菱洋エレクトロの２社は統合を経て、

リョーサン菱洋として生まれ変わります。
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